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大名の装い ー武具・甲冑・陣羽織ー

優品選 ー加賀文化の粋ー

春の優品選 石川ゆかりの作家たち［絵画・彫刻］

春の優品選 ［工芸］

―尊經閣文庫の名品を中心に―

国宝 日本書紀 巻第11（巻頭） 前田育徳会蔵

（巻末）

加賀前田家 百万石の名宝
当館企画展

● 百万石の文化講座
● 土曜講座のご案内
● 5月の映像ギャラリー
● 「国際博物館の日」について

● 早朝開館のお知らせ
● 新幹線で行ける注目の展覧会
● 5月の行事予定
● アラカルト ただ今展示中
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﹇
関
連
イ
ベ
ン
ト
﹈

◆
講
演
会（
聴
講
無
料
）

重文 百工比照のうち「蒔絵梨子地塗色類」　前田育徳会蔵

4月24日（金）～6月7日（日） 会期中無休

　

北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
て
一
か
月
が
経
ち
、北
陸
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ

が
上
滑
り
の
一
過
性
の
も
の
と
な
ら
な
い
た
め
に
、石
川

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
も
い
う
べ
き
伝
統
に
育
ま

れ
た
魅
力
あ
る
文
化
を
、来
県
さ
れ
る
方
々
の
み
な
ら

ず
、県
民
の
皆
様
に
も
よ
り
一
層
の
興
味
と
理
解
が
い
た

だ
け
る
よ
う
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、美
術
館
の

重
要
な
使
命
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
た
び
開
催
す
る「
加

賀
前
田
家 

百
万
石
の
名
宝 ―

尊
經
閣
文
庫
の
名
品
を

中
心
に―

」は
、こ
の
地
の
文
化
の
根
幹
を
紹
介
す
る
も

の
で
あ
り
、こ
の
時
期
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
展
覧
会
と
言

え
ま
し
ょ
う
。ま
た
、こ
う
し
た
時
期
で
な
け
れ
ば
お
よ

そ
不
可
能
と
も
い
う
べ
き
展
覧
会
で
あ
り
、こ
の
た
び
は

公
益
財
団
法
人
前
田
育
徳
会
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
に

よ
り
、国
宝
十
五
件
、重
要
文
化
財
三
十
五
件
を
含
む
大

変
貴
重
な
作
品
一
二
〇
件
を
公
開
す
る
展
覧
会
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。展
示
構
成
は
、第
一
章「
武
家

の
象
徴 ―

武
具
・
刀
剣
・
甲
冑―

」と
第
二
章「
加
賀
文
化

の
確
立
」で
、第
二
章
で
は
、（
１
）加
賀
藩
の
美
術
工
芸
・

（
２
）尊
經
閣
文
庫
の
名
品
・（
３
）百
工
比
照
の
全
貌
と
い

う
内
容
で
紹
介
し
ま
す
。こ
の
特
別
な
機
会
に
、皆
様
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、真
の
加
賀
文
化
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。な
お
、文
化
財
保
存
の
観
点
か
ら
、会
期
中
に
展
示
替

え
を
行
い
ま
す
。

国宝 宝積経要品　前田育徳会蔵

加賀前田家

―尊經閣文庫の名品を中心に―百万石の名宝

「
尊
經
閣
文
庫
と
財
団
の
創
設
」

講
師
：
前
田
家
第
十
八
代
当
主
／
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ

　
　

金
沢
音
楽
祭
実
行
委
員
会
会
長　

前
田
利
祐
氏

※

講
演
に
先
立
ち
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、ヌ
オ
ー
ヴ
ォ
・

　

ア
ス
ペ
ッ
ト
・
ブ
レ
ー
メ
ン
の
演
奏
。

日
時
：
五
月
四
日（
月
・
祝
） 

午
後
一
時
三
〇
分
〜

「
前
田
綱
紀
に
つ
い
て
」

講
師
：
嶋
崎
丞 

当
館
館
長　

日
時
：
五
月
三
〇
日（
土
） 

午
後
一
時
三
〇
分
〜

「
前
田
育
徳
会
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

講
師
：（
公
財
）前
田
育
徳
会
理
事
長　

石
田
寛
人
氏

日
時
：
五
月
二
日（
土
） 

午
後
一
時
三
〇
分
〜

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
展
覧
会
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

会
期
中
の
毎
週
日
曜
日（
最
終
日
六
月
七
日
を
除
く
）

午
前
十
一
時
か
ら
当
館
学
芸
員
が
行
い
ま
す
。

（
四
月
二
十
六
日
、五
月
三
、一
〇
、十
七
、二
十
四
、三
十

一
日
）

◆
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
金
沢
協
賛

　

コ
ン
サ
ー
ト
＆
レ
ク
チ
ャ
ー（
聴
講
無
料
・
先
着
順
）

◆
百
万
石
の
文
化
講
座　

第
一
講（
聴
講
無
料
）

四
月
二
十
五
日（
土
）

「
前
田
利
常
の
文
化
政
策
と
古
九
谷
」

講
師
：
村
瀬
博
春（
当
館
学
芸
第
一
課
担
当
課
長
）

五
月
九
日（
土
）

「
前
田
利
常
と
小
堀
遠
州
」

講
師
：
高
嶋
清
栄（
当
館
学
芸
第
二
課
長
）

五
月
十
六
日（
土
）

「
前
田
綱
紀
の
文
化
政
策
と
久
隅
守
景
」

講
師
：
村
瀬
博
春（
当
館
学
芸
第
一
課
担
当
課
長
）

五
月
二
十
三
日（
土
）

「
前
田
綱
紀
と
百
工
比
照
」

講
師
：
高
嶋
清
栄（
当
館
学
芸
第
二
課
長
）

以
上
、会
場
は
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

◆
土
曜
講
座（
聴
講
無
料
）　

各
日
午
後
一
時
三
〇
分
〜



3 BIJUTSUKAN DAYORI  No .379

※

当
館
友
の
会
会
員
は
、受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に
割
引
さ
れ
ま
す
。

4月19日(日)～6月7日(日) 会期中無休

主　　催／石川県立美術館
共　　催／ＮＨＫ金沢放送局、ＮＨＫプラネット中部
特別協力／北國新聞社
学術協力／公益財団法人前田育徳会
制作協力／ＮＨＫプロモーション

当館企画展 第7～9展示室前田育徳会尊經閣文庫分館

学
芸
員
の
眼

団
体（
二
〇
名
以
上
）

一　
　

般

大
学
生

高
中
小
生

一
、〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

三
〇
〇
円

八
〇
〇
円

五
〇
〇
円

二
〇
〇
円

有栖川錦（雲龍文）　前田育徳会蔵黒塗村梨子地桜寿帯鳥文 蒔絵鐙

◆
観
覧
料

個　

人

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
、首
都
圏
か
ら
金
沢
を
訪
れ
る
人
は
格
段
に
増
加
し
ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
こ
と
が
文
化

施
設
の
集
客
増
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。限
ら
れ
た
滞
在
時
間
の
中
で「
百
万
石
の
名
宝
」を
鑑
賞
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、様
々
な
魅
力
を
発
信
し
て
展
覧
会
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。展
覧
会
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
な
い
規
模
で
前
田
家
が
収
集
・
育
成
し
た
書
籍
・
典
籍
類
や
美
術
工
芸
品
、名
物
刀
剣
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
と
い

う
、ま
さ
に
半
世
紀
に
一
度
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、講
演
会
・
講
座
に
加
え
て
、ラ
・
フ
ォ

ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
金
沢
協
賛
の
コ
ン
サ
ー
ト
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開
催
し
、音
楽
祭
参
加
者
に
加
賀
文
化
の
神
髄
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

歴
代
藩
主
が
使
用
し
た
甲
冑
・
陣
羽
織
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
示
室
で「
加
賀
前
田
家 

百
万
石
の
名
宝
」を
開
催

し
て
お
り
、初
代
利
家
か
ら
五
代
綱
紀
ま
で
の
も
の
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
本
展
で
は
六
代
吉
徳
以
降
の
藩

主
が
使
用
し
た
甲
冑
・
陣
羽
織
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

戦
い
の
中
で
、機
敏
に
動
く
た
め
に
よ
り
軽
い
甲
冑
が

求
め
ら
れ
、攻
撃
す
る
武
器
が
多
様
化
、強
力
化
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、防
具
で
あ
る
甲
冑
の
変
化
も
促
さ
れ
て
、よ

り
頑
丈
な
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
う
し
た
背
景
か

ら
、従
来
の
甲
冑
の
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、総
合

的
に
構
成
し
生
ま
れ
た
の
が
当
世
具
足
で
す
。「
当
世
」と

は
今
の
世
、「
具
足
」と
は
、装
具
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
あ
ら
わ
し
、防
護
機
能
が
完
備
し
た
当
世
風
の
鎧

と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

陣
羽
織
は
合
戦
の
時
、具
足
の
上
に
着
用
し
た
外
被
の
こ

と
で
す
。室
町
時
代
中
頃
よ
り
用
い
ら
れ
、具
足
羽
織
や
陣

胴
服
な
ど
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。当
初
は
普
通
の
羽
織
を
着
用

し
て
い
ま
し
た
が
、次
第
に
威
厳
を
示
す
た
め
人
目
を
引
く

羽
織
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。寒
さ
や
雨
露
か
ら

身
を
守
り
、動
き
易
く
、存
在
を
誇
示
し
威
厳
を
示
す
た
め

に
、当
時
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
ラ
シ
ャ
や
ビ
ロ
ー
ド
な
ど
の

新
し
い
素
材
を
使
用
し
て
、自
由
な
意
匠
に
よ
る
陣
羽
織
が

作
ら
れ
ま
し
た
。 
江
戸
時
代
に
は
実
用
的
な
も
の
か
ら
儀

礼
的
な
服
装
に
変
化
し
て
装
飾
的
要
素
が
強
く
な
り
、前
田

家
歴
代
藩
主
の
陣
羽
織
も
、華
や
か
な
色
彩
、大
胆
で
奇
抜

な
意
匠
の
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

―武具・甲冑・陣羽織―
大名の装い
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4月19日(日)～6月7日(日) 会期中無休

第2展示室

重文 久隅守景 「四季耕作図」 左隻

　

本
年
度
展
覧
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は「
優
品
選
」と
の
み

紹
介
し
て
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
展
示
は
企
画
展「
加
賀
前

田
家 

百
万
石
の
名
宝
」の
関
連
展
示
と
し
て
、加
賀
文
化

の
粋
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ま
ず
絵
画
で
は
、久
隅
守
景
の
重

文「
四
季
耕
作
図
」に
改
め
て
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
作
は
、伝
統
的
な
山
水
図
と
耕
作
図
を
融
合
し
、景
物
画

と
し
て
の
要
素
も
加
味
し
た
力
作
で
す
が
、学
問
を
奨
励

し
た
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
に
よ
る
文
化
政
策
か

ら
生
ま
れ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。一
見
平
易
な
表

現
の
中
に
、実
に
深
遠
な
思
想
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、加
賀

藩
主
が
芸
術
家
に
何
を
求
め
た
の
か
を
知
る
貴
重
な
作
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
当
初
前
田
家
に
伝
来
し
、そ
の
後
流
出
し

た「
天
狗
草
紙
」と「
古
今
和
歌
集
・
清
輔
本
」（
と
も
に
重
文
）

も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。企
画
展
と
合
わ
せ
て
前
田
家
の

審
美
眼
を
再
認
識
す
る
好
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、

前
田
家
の
工
芸
育
成
の
成
果
と
し
て
、初
代
大
樋
長
左
衛
門

の
県
文「
飴
釉
烏
香
炉
」ほ
か
や
、前
田
家
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
野
々
村
仁
清
の
重
文「
色
絵
梅
花
図
平
水
指
」も
展
示

し
ま
す
。名
工
を
招
聘
す
る
と
と
も
に
、仁
清
の
よ
う
に
京

都
に
本
拠
を
置
く
芸
術
家
の
作
風
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、

三
代
藩
主
利
常
か
ら
五
代
綱
紀
に
至
る
加
賀
藩
の
存
在
は
、

江
戸
時
代
初
期
の
文
化
を
語
る
上
で
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
文
化
土
壌
か
ら
、明
治
時
代
以
降

も
広
く
加
賀
の
地
に
名
品
が
集
積
さ
れ
、ま
た
名
工
が
次
々

と
誕
生
し
ま
し
た
。

ー加賀文化の粋ー優品選
4月19日(日)～6月7日(日) 会期中無休

第3・4・6展示室

［絵画・彫刻］
石川ゆかりの作家たち春の優品選

石川義 「経堂への道」 高光一也 「カサブランカ」 松田尚之 「人魚」

　

当
館
の
近
現
代
作
品
の
収
集
は
、地
域
文
化
の
集
積
を

目
指
し
、石
川
県
の
歴
史
、美
術
工
芸
の
伝
統
を
ふ
ま
え
た

石
川
県
の
地
域
文
化
に
関
係
あ
る
作
品
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、他
県
の
美
術
館
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
、国
外
作
家
や
明
治
以
降
の
著
名
な
日
本
人
作
家
の
作

品
を
主
体
に
、地
元
作
家
を
加
味
し
て
展
示
室
を
構
成
す

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。美
術
フ
ァ
ン
の
方
々
で

あ
れ
ば
ま
ず
知
っ
て
い
る
作
家
の
名
が
見
ら
れ
ず
、石
川

ゆ
か
り
の
作
家
の
大
作
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
こ
と
に

驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、各
地
の
美
術
館
が

同
じ
様
な
作
家
を
並
べ
る
必
然
性
は
な
く
、旅
先
で
は
そ

の
地
の
作
家
を
知
り
、作
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
こ

そ
、全
国
に
数
多
く
の
美
術
館
が
あ
る
意
義
と
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
交
え

た
こ
の
期
間
中
は
多
く
の
方
々
が
石
川
を
訪
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。今
回
の
特
集
は
、ま
さ
に
県
外
の
方
々
に
、石
川
ゆ

か
り
の
作
家
と
作
品
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
開

催
す
る
も
の
で
す
。

　

第
三
展
示
室
で
は
主
に
鴨
居
玲「
蜘
蛛
の
糸
」、宮
本
三
郎

「
裸
女
達
に
捧
ぐ
」、高
光
一
也「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」な
ど
の
油

絵
、第
四
展
示
室
で
は
吉
田
三
郎「
山
羊
を
飼
う
老
人
」、松

田
尚
之「
人
魚
」、畝
村
直
久「
和
」な
ど
の
彫
刻
を
、そ
し
て

第
六
展
示
室
で
は
西
山
英
雄「
火
焔
山
」、石
川
義「
経
堂
へ

の
道
」、畠
山
錦
成「
鵜
」な
ど
の
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。さ

ら
に
、油
絵
で
は
白
山
市
立
松
任
中
川
一
政
記
念
美
術
館
所

蔵
の
中
川
一
政「
向
日
葵
ピ
カ
ソ
壷
」と「
駒
ヶ
岳
」を
特
別

展
示
し
ま
す
。
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ご
存
知
の
通
り
、当
館
二
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室「
前

田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
」で
は
、百
万
石
大
名
前
田
家

伝
来
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
を

公
開
し
て
い
ま
す
。県
民
の
皆
様
に
前
田
育
徳
会
や
尊
經

閣
文
庫
を
広
く
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、二
〇
〇
九
年
に
開

講
し
た
百
万
石
の
文
化
講
座
。開
講
以
来
、年
三
〜
四
回
実

施
し
て
お
り
、毎
回
多
く
の
方
に
ご
聴
講
頂
い
て
い
ま
す
。

前
田
家
の
歴
史
や
文
化
財
に
つ
い
て「
毎
回
多
彩
な
顔
ぶ

れ
の
研
究
者
か
ら
興
味
深
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
大
変
ご
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
二
十
八
年
一
月
ま
で
に
四
講
を
開
催
す
る
予

定
を
し
て
お
り
、第
一
講
は
企
画
展「
百
万
石
の
名
宝
」に
関

連
し
五
月
三
十
日
の
土
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。当
館
嶋

崎
館
長
の
講
師
で「
前
田
綱
紀
に
つ
い
て
」と
題
し
て
の
講

座
に
な
り
ま
す
。事
前
の
申
込
や
聴
講
料
は
不
要
で
す
の

で
、当
日
当
館
ホ
ー
ル
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開講 百万石の
文化講座

（部分）

4月19日(日)～6月7日(日) 会期中無休

第5展示室

［工芸］春の優品選

　

工
芸
作
品
の
意
匠
表
現
は
、抽
象
的
・
幾
何
学
的
な
も
の

か
ら
、動
物
、人
物
、自
然
現
象
に
関
す
る
具
象
的
な
も
の

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、中
で
も
植
物
は
、人
々
の
暮
ら
し

の
中
で
目
を
楽
し
ま
せ
心
を
癒
す
格
好
の
モ
チ
ー
フ
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、近
現
代
工
芸
部
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
展
示

す
る
作
品
の
中
に
は
、や
は
り
草
花
を
主
題
と
し
た
作
品

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。そ
の
中
で
、四
月
か
ら
六
月
に

か
け
て
春
の
季
節
を
中
心
に
開
花
す
る
草
花
を
意
匠
と
し

た
陶
芸
作
品
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
花
の
代
名
詞
と
い
え
る
サ
ク
ラ
。そ
の
満
開
の
花
を
、

白
地
の
上
に
細
か
く
描
い
て
い
ま
す
。花
び
ら
は
ピ
ン
ク
で
淡

く
ぼ
か
し
、花
心
の
部
分
や
空
間
に
舞
う
花
び
ら
に
、金
を
ほ

ど
こ
し
て
、柔

ら
か
な
春
の

日
差
し
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

①
中 
憲
一
作《
爛
漫
》平
成
十
五
年

　

母
の
日
の
贈
呈
用
と
し
て
知
ら
れ
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

九
谷
五
彩（
赤
・
黄
・
緑
・
紺
青
・
紫
）で
、華
麗
に
彩
っ
て
い
ま

す
。作
者
は
、初
代
德
田
八
十
吉
の
窯
で
絵
付
け
を
行
い
、本
業

で
あ
る
油
彩
画
を
思
わ
せ
る
生
き
生
き
と
し
た
絵
画
的
表
現

に
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

②
中
村
研
一
作《
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
図
皿
》昭
和
二
十
九
年

　

わ
が
国
の
近
代
陶
芸
界
の
巨
匠
で
あ
る
作
者
は
、明
治
二
十

九
年
石
川
県
工
業
学
校
に
赴
任
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
陶

芸
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。本
作
に
は
、波
山
独
特

の『
葆
光
彩
磁
』と
呼
ば
れ
る
マ
ッ
ト
な
輝
き
を
呈
す
る
釉
薬

に
包
ま
れ
た
、モ
ダ
ン
な
姿
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

③
板
谷
波
山
作《
葆
光
彩
磁
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
文
花
瓶
》

大
正
六
年
頃

　

作
者
は
、昭
和
三
十
年「
鉄
釉
陶
器
」の
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。本
作
は
、白
地
に
鉄
釉
を
か
け
、

そ
れ
が
乾
か
な
い
う
ち
に
線
描
で
あ
じ
さ
い
の
花
を
線
刻
し

て
い
ま
す
。ラ
フ
な
タ
ッ
チ
が
素
朴
な
味
わ
い
を
か
も
し
出

し
、心
地
よ
い
リ
ズ
ム
感
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

④
石
黒
宗
麿
作《
白
地
黒
絵
あ
じ
さ
い
文
壺
》

昭
和
二
十
五
年
頃
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土曜講座のご案内

  

平
成
二
十
七
年
度
の
土
曜
講
座
は
、四
月
二
十
五
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、計

三
十
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。土
曜
講
座
の
今
年
の
共
通
テ
ー
マ
は
、今
年

の
当
館
展
示
方
針
で
あ
る「
館
蔵
優
品
を
中
心
に
し
、そ
の
魅
力
を
発
信
す

る
」に
沿
い
、「
本
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
・
作
家
の
紹
介
」を
年
度
後
半

に
連
続
し
て
行
い
ま
す
。ま
た
自
由
テ
ー
マ
は
例
年
ど
お
り
で
、各
学
芸
員

の
自
由
テ
ー
マ
と
、担
当
す
る
企
画
・
特
別
陳
列･

特
集
な
ど
の
解
説
に
係

る
講
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。申
込
不
要
、聴
講
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。左
記
、本
年
度
前
期
の
十
五
回
分
の
予
定
で
す
。

担
当
学
芸
員

月
日

内
容（
予
定
）

村
瀬　

博
春

高
嶋　

清
栄

村
瀬　

博
春

高
嶋　

清
栄

中
澤
菜
見
子

村
上　

尚
子

日
本
画
滅
亡
論
か
ら
み
た
日
本
画

駅
前
の
銅
像･

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

魯
山
人
と
石
川
県

俵
屋
宗
達
と
琳
派
の
再
検
証

鴨
居
悠
・
玲
・
羊
子

心
理
学
で
み
る
鴨
居
玲

涅
槃
図
の
た
の
し
み

鴨
居
玲
と
自
画
像

前
田
利
常
の
文
化
政
策
と
古
九
谷

前
田
利
常
と
小
堀
遠
州 

前
田
綱
紀
の
文
化
政
策
と
久
隅
守
景

前
田
綱
紀
と
百
工
比
照

加
賀
象
嵌
っ
て
な
あ
に
？

歴
代
加
賀
藩
主
の
姿 
あ
れ
こ
れ

4
月
25
日

5
月
9
日

5
月
16
日

5
月
23
日

6
月
20
日

6
月
27
日

7
月
11
日

7
月
18
日

8
月
29
日

9
月
5
日

9
月
19
日

9
月
26
日

10
月
3
日

10
月
10
日

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
8
回

第
9
回

第
10
回

第
11
回

第
12
回

第
13
回

第
14
回

第
15
回

金
沢
が
生
ん
だ
美
術
批
評
家

　
　
　
　
　
　
　

  

坂
井
犀
水（
一
）

7
月
4
日

西
田　

孝
司

前
多　

武
志

北
澤　
　

寛

寺
川　

和
子

村
瀬　

博
春

二
木
伸
一
郎

前
多　

武
志

中
澤
菜
見
子

二
木
伸
一
郎

五
月
の
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
「
加
賀
百
万
石 

美
と
歴
史 

風
土
」（
十
日
）は
、加
賀
文
化
を
醸
成
し
た
金
沢
の
風
土

を
、地
形
と
気
候
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
ま
す
。ま
た
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ

ク
ス
で
再
現
さ
れ
た
当
時
の
金
沢
の
町
並
み
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。「
心
あ
り
き 

陶

芸
家
、 

板
谷
波
山
」（
十
七
日
）で
は
、日
本
の
近
代
陶
磁
史
を
代
表
す
る
作
家
の
ひ
と

り
で
あ
る
板
谷
波
山
の
生
涯
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。波
山
は
、明
治
二
十
九
年
に
、石
川

県
立
工
業
高
等
学
校
の
彫
刻
家
主
任
と
な
り
、三
十
一
年
に
陶
磁
科
に
移
っ
て
三
十

六
年
ま
で
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て「
加
賀
前
田
家 

百
万
石
の
名
宝
展
」に
ち
な
み
、「
映
画 

能
面
」（
十
日
）と

「
映
画 

日
本
刀
」（
十
七
日
）を
上
映
し
ま
す
。前
田
家
が
愛
し
た
能
楽
と
、武
家
の
象
徴

た
る
日
本
刀
。ど
う
ぞ
展
覧
会
と
ご
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
国
際
博
物
館
の
日
」に
つ
い
て

　

五
月
十
八
日（
月
）｢

国
際
博
物
館
の
日｣

は
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
が
観
覧
無

料
に
な
り
ま
す
。

　
「
国
際
博
物
館
の
日
」と
は
、博
物
館
の
役
割
を
広
く
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、一
九
七
七
年
にIC

O
M

（
イ
コ
ム
：
世
界
の
博
物
館
関
係
者
で
組
織
さ
れ
る

国
際
博
物
館
会
議
）に
お
い
て
、毎
年
五
月
十
八
日
を
国
際
博
物
館
の
日
と
さ
れ
ま

し
た
。

早
朝
開
館
の
お
知
ら
せ

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
五
月
二
日（
土
）か
ら
六
日（
水
・
休
）ま
で
の
五
日
間
、

開
館
時
間
を
一
時
間
早
め
午
前
八
時
半
か
ら
と
し
ま
す
。早
朝
開
館
の
時
間
中（
九
時

半
ま
で
）に
ご
来
館
頂
い
た
方
は
、団
体
料
金
に
割
引
い
た
し
ま
す
。
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新幹線で行ける注目の展覧会
ゴールデンウィーク到来

■
松
本
市
美
術
館 【
最
短
移
動
時
間
：
三
時
間
】

　

長
野
県
松
本
市
中
央
四̶

二̶

二
十
二

　

電
話 

〇
二
六
三̶

三
九̶

七
四
〇
〇

　
「
戦
後
日
本
住
宅
伝
説―

挑
発
す
る
家
・
内
省
す
る
家
」

　

会
期
：
四
月
十
八
日（
土
）〜
六
月
七
日（
日
）

■
軽
井
沢
現
代
美
術
館 【
最
短
移
動
時
間
：
二
時
間
十
九
分
】

　

長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
大
字
長
倉
二
〇
五
二̶

二

　

電
話 

〇
二
六
七̶

三
一̶

五
一
四
一

　
「
色
彩
溢
れ
る
ア
ー
ト
ポ
ス
タ
ー
展 
パ
リ
・
ム
ル
ロ
ー
工
房
よ
り
」

　

会
期
：
四
月
二
十
五
日（
土
）〜
十
一
月
二
十
三
日（
月
・
祝
）

　

シ
ャ
ガ
ー
ル
や
ピ
カ
ソ
、マ
テ
ィ
ス
な
ど
二
十
世
紀
美
術
の
巨
匠
た
ち
が

　

展
覧
会
の
た
め
に
制
作
し
た
告
知
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

■
東
京
国
立
博
物
館 【
最
短
移
動
時
間
：
二
時
間
五
十
六
分
】

　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
十
三̶

九

　

電
話 

〇
三̶

三
八
二
二̶

一
一
一
一（
代
表
）

　

特
別
展「
鳥
獣
戯
画̶

京
都 

高
山
寺
の
至
宝̶

」 

　

会
期
：
四
月
二
十
八
日（
火
）〜
六
月
七
日（
日
）

　

現
存
す
る
全
て
の
鳥
獣
戯
画
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。

■
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館 【
最
短
移
動
時
間
：
三
時
間
十
一
分
】

　

東
京
都
港
区
赤
坂
九̶

七̶

四 

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン 

ガ
レ
リ
ア
三
階

　

電
話 

〇
三̶

三
四
七
九̶

八
六
〇
〇

　
「
生
誕
三
百
年 

同
い
年
の
天
才
絵
師 

若
冲
と
蕪
村
」

　

会
期
：
三
月
十
八
日（
水
）〜
五
月
一
〇
日（
日
）

　

国
宝 

夜
色
楼
台
図 

与
謝
蕪
村 

他
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。

■
講
演
会

午
後
1
時
30
分
〜　

聴
講
無
料　

美
術
館
ホ
ー
ル

「
前
田
育
徳
会
の
過
去･

現
在･

未
来
」

講
師
／
石
田
寛
人
氏 

（
公
財
）前
田
育
徳
会
理
事
長

　
日（
土
）

2■
百
万
石
の
文
化
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

聴
講
無
料　

美
術
館
ホ
ー
ル

第
1
講 

「
前
田
綱
紀
に
つ
い
て
」

「
前
田
利
常
と
小
堀
遠
州
」

「
前
田
綱
紀
の
文
化
政
策
と
久
隅
守
景
」

「
前
田
綱
紀
と
百
工
比
照
」

 

講
師
／
嶋
崎 

丞 

当
館
館
長 

学
芸
第
二
課
長 

高
嶋
清
栄

担
当
課
長 

村
瀬
博
春

学
芸
第
二
課
長 

高
嶋
清
栄

　
日（
土
）

30■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

午
後
1
時
30
分
〜　

入
場
無
料　

美
術
館
ホ
ー
ル

「
加
賀
百
万
石 

美
と
歴
史 

風
土
」

　
日（
日
）

10

コ
ン
サ
ー
ト 

演
奏
：
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、ヌ
オ
ー
ヴ
ォ
・
ア
ス
ペ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
レ
ー
メ
ン

レ
ク
チ
ャ
ー 

「
尊
經
閣
文
庫
と
財
団
の
創
設
」

講
師
／
前
田
利
祐
氏 

前
田
家
第
十
八
代
当
主
、

　
　
　

ラ･

フ
ォ
ル･

ジ
ュ
ル
ネ
金
沢
音
楽
祭
実
行

　
　
　

委
員
会
会
長

　
日（
月
・
祝
）

4 ■
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ
金
沢
協
賛 

コ
ン
サ
ー
ト
＆
レ
ク
チ
ャ
ー

午
後
1
時
30
分
〜　

入
場
無
料　

美
術
館
ホ
ー
ル

（
33
分
）

映
画「
能
面
」

（
35
分
）

「
心
あ
り
き 

陶
芸
家
、板
谷
波
山
」

　
日（
日
）

17　
日（
土
）

9　
日（
土
）

16　
日（
土
）

23

（
46
分
）

映
画「
日
本
刀
」

（
30
分
）

　

今
回
は
北
陸
新
幹
線
開
業
に
ち
な
み
、北
陸
新
幹
線
で
行
く
こ
と
が
で

き
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
展
覧
会
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　

尚
、最
短
移
動
時
間
は
、金
沢
駅
を
起
点
に
始
発
の
新
幹
線
を
利
用
し
た

場
合
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

五
月
の
行
事
予
定

■
富
山
県
立
近
代
美
術
館 【
最
短
移
動
時
間
：
四
十
六
分
】

　

富
山
県
富
山
市
西
中
野
町
一̶

十
六̶

十
二

　

電
話 

〇
七
六̶

四
二
一̶

七
一
一
一

　

北
陸
新
幹
線
開
業
記
念「
世
界
・
日
本
の
　
世
紀
美
術
」―

旅
す
る
　
年―

　

会
期
：
三
月
十
四
日（
土
）〜
五
月
一
〇
日（
日
）

20

100

■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

入
場
無
料　

美
術
館
ホ
ー
ル
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一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金

毎月第１月曜日はコレクション展示室
無料の日（5月は4日）

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

近代の美術

新収蔵品展
夏の優品選Ⅰ

［油彩］

新収蔵品展
夏の優品選Ⅰ

［彫刻］

石川の工芸Ⅰ
加賀象嵌てなあに？

新収蔵品展
夏の優品選Ⅰ
［日本画］

琳派Ⅰ

第6展示室第4展示室第3展示室 第5展示室

会期：
6月11日（木）～7月20日（月・祝）

カーネーション図皿 口径44.9×底径24.7×高さ8.9cm

アラカルト ただ今展示中

中村　研一 明治28年（1895）～昭和42年（1967）

　
九
谷
五
彩
の
赤
・
黄
・
緑
・
紫
・
紺
青
で
彩
色
し
た

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
絵
皿
で
す
。油
絵
具
の
よ
う
な

釉
薬
の
透
明
感
と
、白
地
の
多
い
可
憐
な
花
の
絵
柄

に
よ
っ
て
、色
の
暗
さ
や
重
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
巧

み
な
構
成
で
す
。流
麗
な
筆
致
と
多
彩
な
色
使
い
か

ら
は
、洋
画
家
で
あ
る
作
者
の
高
い
技
術
と
感
性
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
中
村
研
一
は
福
岡
県
に
生
ま
れ
、洋
画
家
岡
田
三

郎
助
に
師
事
し
ま
し
た
。東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し

た
大
正
九
年
に
第
二
回
帝
展
で
初
入
選
、そ
の
後
も

入
選
と
受
賞
を
重
ね
て
、戦
後
は
日
展
の
理
事
を
務

め
、昭
和
二
十
五
年
に
は
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
り

ま
す
。石
川
県
洋
画
界
の
重
鎮
高
光
一
也
の
師
で
も

あ
り
ま
す
が
、昭
和
二
十
八
年
か
ら
三
十
一
年
の
間

に
、初
代
徳
田
八
十
吉
の
も
と
で
九
谷
の
絵
付
を
行

い
、優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は
本
来
、青
の
色
素
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、こ
こ
で
は
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
の
補
色

で
あ
る
、紫
と
青
の
花
が
強
い
印
象
を
残
し
て
い
ま

す
。中
村
が
九
谷
五
彩
の
紺
青
と
紫
、存
在
し
な
い

色
の
花
に
心
を
留
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
制
作
後
約
四
十
年
を
経
た
現
在
、遺
伝
子
組
換
え

で
青
や
紫
の
花
が
作
出
さ
れ
、当
時
は
幻
だ
っ
た
こ

の
花
束
は
、現
実
に
存
在
す
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
を
中
村
は
ど
う
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。そ

ん
な
想
像
も
ふ
く
ら
む
作
品
で
す
。

※

第
5
展
示
室
で
展
示
中

5月は無休で開館しています

a la carte  No.1




